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越後高田（現・新潟県上越市）は北陸枢要の地で、

徳川家康の六男・松平忠輝が封ぜられて以来、酒井・

越前松平｡膜･戸田・久松松平･榊原と、代々家門・

譜代の大名が置かれた。築城は慶長１９年（１６１４）

幕府の国役普請による。城は何重もの濠と広い武家

屋敷地で囲まれ、その西側を通る北国街道及び北方

で分岐する奥州街道に沿って町人町が細長く伸び、

城下の西端には街道に平行して寺院が並ぶ。

武家屋敷地には小栗美作・荻田主馬・永見大蔵な

ど松平光長の重臣の名が見られ、越後高田を領した

時代の資料の一つとして津山松平藩に伝わった絵図

－１口ー

であろう。また、この地は寛文５年（1665）の大

地震で壊滅的な被害を受け、その後の復興で町割り

が－部改変されるが、この絵図にも復興後の町割り

が示されており、寛文５～延宝末年（1665～81）

頃の高田城下を描いたものとわかる。ただし、作成

年代などの注記は見られないので、後世の写しの可

能性もある。光長改易後はいずれも１０万石前後の

小藩で、城下に水田が出現したというから、この絵

図には城下町高田の最盛期が記録されていると言え

よう。
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高田城下町絵図（部分）本館蔵
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研究ノート
近世大名とその菩提寺

一津山松平家と越後高田長恩寺の事例から一

はじめに

江戸時代、徳川将軍家は芝の増上寺や上野の寛永

寺を菩提寺と定め、それぞれ浄土宗・天台宗の関東

もしくは全国の総本山に位置付け、自己の宗教的な

椎威付けにも利用していた。

各大名家においても、城下またはその近郊に蒋提

寺を置き､他を上側る寺領や寄付米を施すなどして、

領内で別格の地位を与えている。しかし大名家には

改易や転封があり、そのために手厚い保護を受けら

れなくなる場合がある◎津山松平家の場合、国元で

は城下､芋町の泰安寺、江戸においては天徳寺などを

菩提寺と定めていたが、越後時代の菩提寺であった

尚田城下の慢恩寺（現・天崇寺）にも若干の寄付を

施していた。

本稿では愛山文庫中の史料を基にして、長恩寺の

転変をたどり、転封後に取り残されて大名家とのi'１１：

接の結び》付きを失った菩提寺の一例を紹介する。

長恩寺の略歴

右の表の通り、光長が高田を領した時期には、寺

領以外にも多くの供養米が与えられている。当時の

境内には、本堂や鐘楼・庫裡などの外に束照宮や松

平家の霊屋・廟塔が建ち並び、火名家の菩提寺にふ

さわしい威容を誇っていた。それが、榊原家が入封

するに至ると寄付を拒まれてしまう。再興されて津

山を領する松平家からの寄付は年間銀３～５枚のみ

で、領知半減後の松平家には建物の修理費を出せる

余裕もなく、施設の破損が進行した。寺は何度か勧

化を実施して修復資金の確保を図ったが思うように

は集まらなかった。そればかりか、火災や地震など

の災難に見舞われ、最終的には松平家に頼るしかな

かった。

文化14年（1817）１０万石に復帰したとは言え、松

平家も長恩寺の期待に応えるだけの財政的余裕はな

かったようである。そのため、長恩寺もやむなく借

金によって応急修理を行い、後から費用を請求する

という苦肉の策を取っている。万延元年以降の史料

が残っていないのだが、応急修理を終えるか否かと

いう状熊で明治維新を迎えたものと思われる。

匡図

長恩寺の困窮

越後を離れた松平家が、なぜ長恩寺を髄内に移転

せず、蒋干の寄付を施すにとどめたか、恐らくは単

なる転封ではなく改易によって尚川を去り、再興後

も越後時代の.､'2分にも満たぬ知行商であったことに

よるやむを得ない措侭であったと考えられる。

長恩寺から出された修恥願には、当地での械家は

わずかに16粁でいずれも|ｲ《l窮しており、寺領からの

収入と松平家の寄付の他、蛸1群に預けた洞堂余<

撫熊鯛聯関蝋裟側､-Ｊ
に寵廟や位牌が残されている以上、腿恩寺としても

祭肥・供養を''１断するI沢にはいかず、年IiIl法要や祢

月の忌Ⅱ供従は欠かさず実施しているとも'|'し添え

ている。

さらに''1時の荒廃ぶりについて、，liuられている諸

瀧にI|'し訳ないだけでなく、近|Klにも剛所の存在が

知られているので外聞にもかかわると述べている。

大瑞家が稗捉｡､¥をｆｌｊｌ<保謹し、壮艇な雅胸を建立

したのは、iiiに机光の供挺のみに冊まるものではな

く、’'1己の椎ﾉJを誇示し、さらに椎威を尚めるな似Ｉ

によるものと考えられるが、それだけにその後の維

持管理に支障を来すと、椛威失陛に結び》付きかねな

い。そのことを暗に指摘して、何とか松平家の援助

を引き出そうとしているのである◎

むすび

江戸時代も後期になると､洲.諾滞とも財政事､一Ｊ
情が悪化し、様々 な改:‘IlIfを試みるが、寺社の修復盗

金を捻出する手段としては、樵府の御免篇をはじめ

とする樹くじの実施を挙げることができる。優恩寺

の場合も、天保３年（1832）松平家に伺いを立てた

うえで江戸での樹興行を幕府に出願して許可され、

翌年正月からlIjl6年l1jlまで実施している。折あし

〈飢餓が起きたために不振であったというが、いず

れにせよ菩提寺をはじめ聯藩権力が保護してきた寺

社に対して、かつてのようなＩＭＩが出来なくなって

きた聯情が常くじ実施の背餓にある。そういう意味

では、この松平家と優恩寺の』肺Ｉは、やがて崩壊す

る幕滞体制とその保護を受けていたが故に影禅をも

ろに受けた．;¥院との関係を象徴するものと言える。

（小島微）
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越徳高田長恩寺略年表

戦国末期

慶長１６（1611）

寛永元（1624）

寛永２（1625）

天和元（1681）

寛保２（1742）

上杉謙信が開"§、難領300石を寄進。

(松平忠輝時代）、¥領50府に減少。

松平光憧入封。松平家の菩提所となる。

光長、家光の命により境内に東照宮を建立。

光長改易。以後入封した稲葉・戸田・松平(久松)各氏は毎年若干の米や銀を寄付。

榊原氏入封。榊原氏は内寺の護念院に東照宮・祖鑑を祁り、艮恩寺への寄付を拒否ｃ

以来衰微して施設の破損が進む。

火災により焼失。後に津'11松平家が仮の霊屋などを建てる。

信越地方を襲った大地震で大破。津山松平家に修復を依願。

寛政１２（1800）

《=ﾉ弘化４（1847）

長恩寺にiiiEられた松平家の縁故者 略系図

徳
川
家
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※｢御由緒略記｣で位牌の安遜を確認できる人物を列挙。

「供養米｣は松平家が高lljを領した時代の数量。

「施設|は長恩寺内に建立されたもの。
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愛山文庫内長恩寺関係史料

Ｃ４－１４１越州高田長恩寺御雅嵯御屋根雨淵御宝蔵御繕入用御下金願一件安政４年間７月９点

Ｃ４－１４２［越後長恩寺］御由緒略記１冊

Ｇ５－１～５［長恩寺修復兄砿:il}:］弘化４年10月～嘉永元年７月５冊

Ｍ７－２３～２５［越後尚田長恩寺寛文１２年光長卿諸堂建立地絵図］４枚

Ｃ２－２６６天崇院様御廟Ｍ４枚

光
長

岨 か
ん
豊
後
津
守
生
ま
れ

土
佐－
１
謹
嘱

隅
白

一
一

九
条
辿
腸
ｌ
撫

人名

徳川家康

松平秀康

かん

梅

勝(天崇院）

松平網賢

土，佐

亀

松平光長

元和２（1616）

慶長1２（1607）

寛文５（1665）

寛文８（1668）

寛文１２（1672）

延宝２（１６７２１）

延宝５（1677）

天和元（1681）

宝永４（1707）

没年（西暦） 供養米

１００ｲ『

１００イ『

年|，

年Ｉ

50洲

年間50俵

年間30俵

年間50俵

剛12ｲ『

Hl30俵

施設

東照宮社殿

廟塔

廟塔・霊屋

廟塔
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平成11年度特別展富くじと津山万人請

-るその岐終ル

『弥牛十器をつくる』

参加者募集中！

山I湯道〕を作文路とは播磨国府から美作ｌｌｉｌ府に黍るIIf代'1:道のことですが、今ＩＩＩｌは美作|･Kl府に速‐』

今夏も小学生を対象に、夏休み子供
します。これは、弥生時代の土器づ歴史教室を実施します。これは、弥生時代の土器づ

くりの方法を学習しながら、実際に土器をつくって
みるものです。まず、粘土で土器の形ををつくり、
約３週間乾燥させた後に、それを野焼きで焼いて出
来上がりです。参加希望者は参加費を添え、７月１８
日までに博物館までお申し込みください。

、日時／平成11年７月22日(木)・２３日(金)、
８月１７日（火）３日間(ただし8/１７

は雨の場合順延)午後１時から４時まで

嘩参加対象／小学生５．６年生

』場所／津山郷土博物館２階研修室他
定員／３０人
#..参加費／３００円（材料費）

前号の「博物館だより」に誤りがありました！

｢I＃物餓だよりｊＮ(,２２の行'lfj移定棚の１１時に!‘典りがありましたので、次のとおり‘i1.11畠します

行 誰名正誤

企1曲i峡iIkllI雛の数行３／１１３／１２
正介院文,I}:を冊光む】／１３．２／Ｉ(）・３/９１／８．２／１３．３／１２

森家先代火鉢を挑むＶｌ/２７．２/２４．３/２３１／２２．２/２６．３/２６

淀作の文化Ⅱｲ｡めぐり３/５３/ｓ
ｏ

§館案内；４A:,博物館だよりNo.２３平成11年７月１日発行

I平成１１年１０月9日(土)～１１月１４日(日）
江戸時代後期に有力町人などが

二

津山方人請とは、江戸時代後期に有力町人などズ

講元となって盛んに行われた富と-じの－種です。そ
の収入の－部が藩庫に入るためﾐｰｰ津山藩でも風紀の
乱れを懸念しつつも、一方では奨励するという複雑

な対応をとって言います。本展では万人謡の仕組みや

変遷を明らかにしながら、津山城下町の発展してい

く様子を明らかにしていきます。

ｉｉな峡,J烏盗料

ひびる・水蜘・万人緋収Ｉ汁,I}:．上り札文ｲﾘ|'！&．追廻し揃場
平而図・万人緋僻錐のＭ・町奉行日記など

亀』

由凹，

｢第43回美作の文化財めぐり

一山陽道美作支路を歩く一｣を実施しました！

均平成１１年６月１３日～６月１７日

:写:平成１１年５月１６日（日）津山市内参加者40人 ｢且《山ＴＥＫｕ

残る直線進路の跡をたどりながら、１．K1府までの約12kmの道のりを蹄在しました。灘曇りでやや伴い11和でしたが、

この道を行き来したと思われる往時のIIilIilに想像をたくましくしながら、わいわいがやがやと歩いた－１１でした。

－－－博物館入館案内５典博物館だよりNo.２３平成11年７月１日発行Ｏ

●開館時間：午前９：００～午後５：００°
編集・発行：津山郷土博物館。

・休館日：毎週月曜日・祝日の翌日°
１２月27日～１月４日．その他：〒708-0022岡山県津山市山下９２

･入館料：小・中学生公(0868)22-4567皿(0868)23-9874
棚|,洲；印高校・大学生刷：㈱庚陽本社

般210円（160円）：
※（）は30人以上の団体 ： 典は訓山松平藩の槍印で剣大といい､現在謙山市の市章となっている。

１

阿分寺跡や飯｣象,If戦を経て､今も一卜を復ﾉＣしながら歩きました｡午前l()l聯に)さ作火111が駅に集合した一行は、、姥作

去る6ｊｊｌ３ＩＩから１７１１まで、館内の令鵬派窄・収

蔵庫の煉蒸を実施しました。これは、あらかじめ各

部屋を密閉したうえ、右漆ガスを２４時間投透させ

たのち、濃嘆を薄めながら徐々にガスを抜き去る作

業です。非常に危険な作業ですので、県外の('』['’１１業

者に委託して恢近におこないました。これによって、

室内にいる虫や細菌を殺し、査科の劣化を防止しま

す。大切な|#物館盗料の保存のため、なくてはなら

ない作業で、征年この頃に実施しています。

、
一

館内の燥蒸を

実施しました！


